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2018 年度 第２回 11 月  

阪大本番レベル模試 
 

日本史・採点基準 

論述部分 
 

◆論述問題・添削記号◆ 

阪大本番レベル模試・日本史の採点では，次のような添削記号を用いています。 

１．＜□□□□＞ 加点要素 

２．□□□□ 表現に難あり 

３．□□
∨
□□ 文要素の欠落／脱字 

４．□□
×
□□ 誤字（略字を含む） 

５．□□□□× 内容に誤りあり 

６．｢□□□□」 設問要求に答えていない 
 

◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□

で，１点のものは下線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する

（◎で示した事項，（ ）内に示した事項に内容が反していないかを確認する。許容する事例や例

外的対応などについては※で示してある）。 
２．加点要素の要件を一部しか満たしていない箇所については，それぞれの配点未満の得点を与える。

（太字・アミカケ☐☐→２点以内，二重線□□→１点，下線□□→０点） 
３．歴史用語（赤字で表示）についての誤字，当て字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表

記は，それが加点要素に直接関係する場合，１点減点。同一語句・文字がくりかえし誤っている

場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接

関係しない箇所に誤字・当て字があった場合，減点しない。 
４．欄外に設問記号を記した答案や，句読点のはみだしなど字数がわずかに超過している答案は，本

番では無効答案になる可能性もある。しかし，受験生の学力を正確に測定するという観点から，

あまりにも明白に指定条件を無視している場合を除き，採点の対象とする。 
５．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点と

してこれを超える得点は与えない。 
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 (Ⅰ) 倭の五王と遣隋使 

◆加点要素の合計点２７点→２５点満点◆ 
◎倭の五王による中国への遣使 

a 南朝〔宋〕に派遣した ………３点以内 

b 朝鮮半島における〔新羅・百済・高句麗に対する〕外交〔軍事〕上の立場を有利にする

 ………３点以内 

※「新羅・百済〔新羅・高句麗／百済・高句麗〕に対する外交〔軍事〕上の立場を優位にする」は２点 

※「新羅〔百済／高句麗〕に対する外交〔軍事〕上の立場を優位にする」は１点 

c 皇帝から称号を得ようとした／皇帝に冊封を求めた ………３点以内 

 
◎５世紀の国際情勢 

d 高句麗が南下政策をとっていた〔強大化していた〕 ………３点以内 

 
◎推古朝における中国への遣使 

e 隋に派遣した ………３点以内 

f 小野妹子を派遣した ………１点以内 
g 先進的な技術〔文化／文物／制度〕を摂取する ………３点以内 

※「技術〔文化／文物／制度〕を摂取する」は２点 

※「対外情報を入手する／律令制を摂取する」は１点 

h 皇帝に臣属しない姿勢を取った ………３点以内 

※「朝鮮半島における〔新羅・百済・高句麗に対する〕外交上の立場を優位にする」は１点 

 
◎607年頃の国際情勢 

i 南北朝〔中国〕が統一されていた ………２点以内 
j 中国〔隋〕が高句麗を攻撃して東アジアが緊張下にあった ………３点以内 

※「中国〔隋〕が高句麗を攻撃していた」は２点 

※「東アジアが緊張下にあった」は１点 
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(Ⅱ) 禅宗，浄土宗，日蓮宗の動向 

◆加点要素の合計点３１点→２５点満点◆ 
◎禅宗 

a 応仁の乱の影響を受けた ………１点以内 

b 幕府に保護されていた五山は衰退した ………２点以内 

※「五山が衰退した」は１点 

c 自由な活動を行う〔地方伝播に努めた／ 
民間布教に努めた〕林下が発展した ………２点以内 

※「林下が発展した」は１点 

 
◎日蓮宗 

d 日親が布教した ………２点以内 

e 町衆〔京都の商工業者〕に広まった ………２点以内 

 
◎日蓮宗の信徒の一揆 

f 法華一揆 ………２点以内 

g （山科）本願寺を焼打ちして京都で自治を行った ………２点以内 

※「（山科）本願寺を焼打ちした」「京都で自治を行った」は１点 

h 天文法華の乱で延暦寺によって追放された ………２点以内 

※「天文法華の乱にあった」「延暦寺によって追放された〔焼打ちにあった〕」は１点 

 
◎浄土真宗 

i 本願寺〔吉崎〕の蓮如が布教した ………３点以内 

※「蓮如が布教した」は２点 

j 御文が布教に用いられた ………２点以内 

k 講を組織した ………２点以内 

l 惣村に広まった ………２点以内 

m 寺内町を形成した ………２点以内 

 
◎浄土真宗の信徒の一揆 

n 加賀の一向一揆 ………２点以内 

o 守護の富樫政親を打倒して加賀国の自治を行った ………３点以内 

※「守護〔富樫政親〕を打倒して加賀国の自治を行った」は２点 

※「守護〔富樫政親〕を打倒した」「加賀国の自治を行った」は１点 
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(Ⅲ) 江戸時代の大名 

◆加点要素の合計点３０点→２５点満点◆ 
◎豊臣氏滅亡直後に大名に対して出された法 

a 大坂の役〔大坂夏の陣〕の直後に出された統制法 ………２点以内 

※「大坂の役〔大坂夏の陣〕の直後に出された」「統制法」は１点 

b 一国一城令 ………１点以内 

c 元和の武家諸法度〔武家諸法度元和令〕 ………２点以内 

※「（元和の）武家諸法度」は１点 

 
◎３代将軍のときに大名に対して出された法 

d 徳川家光のときに出された法 ………１点以内 
e 寛永の武家諸法度〔武家諸法度寛永令〕 ………２点以内 

※「（寛永の）武家諸法度」は１点 

f 参勤交代を制度化した ………２点以内 

 
◎幕藩体制下の大名 

g 将軍に対する親疎によって区分される ………２点以内 

h 要地に配置された親藩がいた ………２点以内 

※「親藩がいた」は１点 

i 要地に配置され，要職に任じられた譜代がいた ………３点以内 

※「要地に配置された〔要職に任じられた〕譜代がいた」は２点 

※「譜代がいた」は１点 

j 遠隔地に配置された外様がいた ………２点以内 

※「外様がいた」は１点 

 
◎大名に課せられた負担 

k 石高に応じたものだった ………２点以内 

l 軍役 ………２点以内 

m お手伝普請／手伝普請／普請役 ………１点以内 

 
◎大名への処分 

n 改易にあうことがあった ………２点以内 
o 減封・転封にあうことがあった ………２点以内 

p 末期養子の禁止によって生じることがあった ………２点以内 
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(Ⅳ) 井上財政と高橋財政 

◆加点要素の合計点２８点→２５点満点◆ 
◎浜口雄幸内閣の経済政策 

a 井上準之助による ………２点以内 

b 旧平価による金輸出解禁〔金解禁／金本位制への復帰〕 ………３点以内 

※「金輸出解禁」「金本位制への復帰」は２点 

c 物価引下げを意図した緊縮財政 ………３点以内 

※「緊縮財政」は２点 

※「物価引下げを意図した」は１点 

d 産業合理化 ………２点以内 

e 為替相場が下落と動揺を繰り返す〔不安定な〕状況への対策 ………１点以内 

 
◎浜口雄幸内閣の経済政策の結果・影響 

f 円為替相場の安定／円の切り上げ〔円高〕となった ………３点以内 

g 生糸などの輸出が減退した ………２点以内 

※「輸出が減退した」は１点 

h 世界恐慌の影響と重なった／昭和恐慌をまねいた ………２点以内 

 
◎犬養毅内閣の経済政策 

i 高橋是清による ………２点以内 

j 金輸出再禁止／金兌換の停止／金本位制からの離脱 ………２点以内 

k 管理通貨制度への移行 ………２点以内 

 
◎犬養毅内閣の経済政策の結果・影響 

l 円為替相場の急落／低為替政策が成功した／円安を進めた ………２点以内 

m 綿織物〔綿布〕などの輸出が増大した ………２点以内 

※「輸出が増大した」は１点 

 


